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Abstract: No infestation of apple fruit, Malus domestica , with Grapholita inopinata（HEINRICH）

（Lepidoptera: Tortricidae）has been reported in Japan for about 50 years since the first report in
Fukushima Prefecture in 1953.  As such, surveys on the occurrence of G. inopinata were carried out in
Aomori, Fukushima, and Miyagi Prefectures（at sprayed apple orchards, non-sprayed or non-controlled
apple orchards, and habitats of its wild hosts: Malus toringo, etc.）, from 2002 to 2003.  As a result of a
pheromone trap survey, using a sex pheromone for Grapholita molesta for the first time, which has（Z）-8-
dodecenyl acetate as the main component, a total of 54 males of G. inopinata were attracted over two years.
And, there was a peak of adult flight in the latter half of August. Further, as a result of inspecting a total
of 59,467 fruits（including 50,275 apples from sprayed orchards）, two moths that emerged from fruits of M.

toringo and M. prunifolia were identified as G. inopinata, but no moth from apples was identified as this
species.  From the result of this survey, it was found that the pheromone trap and survey of fruits, in the
appropriate period, could be used to monitor G. inopinata in apple orchards, to certify the pest-free places
of production.
Key words: Grapholita inopinata, Grapholita molesta, Malus toringo, apple, sex pheromone.

は　じ　め　に

リンゴコシンクイGrapholita inopinata（HEINRICH）

（チョウ目: ハマキガ科）は、大正末期の1926年に中国東

北部（旧満州国旅順市）においてリンゴMalus domestica

から発見され、1928年に新種として記載されたため、古

くはマンシュウリンゴヒメシンクイと呼ばれていた（瀧

澤, 1936）。

本種は、中国、日本及びロシアに分布し、リンゴやリ

ンゴ属Malusの野生種（KOLMAKOVA, 1965）を主要な寄

主とする他、種々のナシ亜科Pomoideae植物の果実に寄

生するとの記載（CAB International, 2003）があるが、

これは、ナシPyrus pyrifolia等の果実を用いた強制的な室

内飼育試験報告（瀧澤, 1936）を引用していると思われ

る。近年の我が国の文献では、本種の寄主植物はリンゴ、

ズミ、カイドウ等のリンゴ属（駒井, 1976; 奥, 2003）と

されており、ナシ等これら以外の植物への本種の寄生及

び被害の報告はない。

本種のリンゴへの被害は、極東ロシアにおいては、コ

ドリンガCydia pomonellaに比べれば小さいが、作物の

11%に及ぶ（GIBANOV and SANIN, 1971）と報告されて

いる。しかし、日本においては、1952年に福島県におい

てマルバカイドウM. prunifolia var. ringoでの寄生が確認

され、その後リンゴへの被害も若干確認された（駒井,

1976; 奥, 2003）が、1957年には、現地調査の結果、リン

ゴ園では被害果を発見できないと報告されており（日本

植物防疫協会, 1957）、以後、被害拡大の兆候はまったく

なく（奥, 2003）、現在まで約50年間リンゴでの被害は報

告されていない。

しかしながら、リンゴ生果実をリンゴコシンクイの未

発生国に輸出する場合、検疫有害動物として植物検疫措

置を求められるケースがあり、これらの措置に関する試

験や検討を行う上で、本種の発生状況等に関して、トラ

ップ調査及び果実調査により調査する必要性が生じた。

本報告は、その結果について取りまとめたものである。

また、これまで、市販のナシヒメシンクイGrapholita

molesta用のフェロモントラップによるリンゴコシンク

イを対象とした発生調査報告はないが、今回、本種雄成

虫の誘引が初めて確認され、当該トラップがリンゴ園及

びその周辺における本種の発生調査（無発生園地の調査

等）に利用可能であると考えられたのでここに報告する。

本報告に当たり、調査にご協力いただいた青森県農林
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め、同一地点に複数個設置する場合は20m以上離して

（田中, 1993）設置した。

調査期間については、本種が年2回発生（一部地域で

は年１回発生）（瀧澤, 1936; 中山, 1943; 山田, 1979; CAB

International, 2003）であり、2回目の成虫発生の最盛期

が8月（駒井, 1976）、成虫の発生終期が9月下旬（瀧澤,

1936）と報告されていることから、2002年には8月中旬

から開始し、10月上旬まで行った。そして、2003年には

第1回目の成虫発生の最盛期とされる6月中・下旬（駒

井, 1976）頃に開始し、概ね10月中旬まで行った。誘引

虫の確認は約2週間おきに行い（Table 1 のM1について

は毎日確認）、誘引剤の交換は約１ヶ月おきに行った。

2. 果実調査

トラップ調査と併行して果実調査を行うこととし、放

任園のリンゴ、ズミ、カイドウ類等を対象に、シンクイ

ムシ類による虫害を肉眼で調査するとともに、無作為に

採果（合計9,192果）を行い、バイオトロン内にて20℃

の長日条件（16L8D）下で保管調査を行った。脱出幼虫

は、別容器に移して同条件下で飼育を継続した。さらに、

2003年には、慣行防除園に本種が発生していないこと等

を確認するため、青森県津軽地方の前出の慣行防除園5

園及び弘前市河東地区の慣行防除園数十園由来のリンゴ

Table 2. Results of fruit survey in 2002 - 2003.

Name and number of fruits and insects that emerged from fruits
Pref. Malus domestica* M. domestica** M. toringo M. prunifolia Other fruits***

Insect name リンゴ リンゴ ズミ カイドウ類 その他

Aomori  青森 104 fruits 50,275 fruits 4,730 fruits 1,471 fruits 393 fruits
LEPIDOPTERA:
Carposina niponensis モモシンクイガ 30 1 6 63 25
Endoclyta excrescens コウモリガ 0 1 0 0 0
Epagoge angustilineata ホソスジハマキ 0 0 0 2 0
Grapholita inopinata リンゴコシンクイ 0 0 1 0 0
G. molesta ナシヒメシンクイ 1 0 9 19 8
Spilonota albicana シロヒメシンクイ 0 0 1 0 0
COLEOPTERA:
Anthonomus rectirostris オビモンハナゾウムシ 0 0 0 0 3

Total（insect no.） 31 2 17 84 36

Fukushima  福島 1,142 fruits 0 fruit 312 fruits 146 fruits 494 fruits
LEPIDOPTERA:
C. niponensis モモシンクイガ 295 － 0 0 0
G. molesta ナシヒメシンクイ 108 － 0 0 0
S. albicana シロヒメシンクイ 1 － 0 0 0
COLEOPTERA:
Rhynchites heros モモチョッキリゾウムシ 209 － 0 0 0

Total（insect no.） 613 － 0 0 0

Miyagi  宮城 0 fruit 0 fruit 0 fruit 300 fruits 100 fruits
LEPIDOPTERA:
C. niponensis モモシンクイガ － － － 15 0
G. inopinata リンゴコシンクイ － － － 1 0
G. molesta ナシヒメシンクイ － － － 4 0
S. albicana シロヒメシンクイ － － － 0 1

Total（insect no.） － － － 20 1

* From non-sprayed or non-controlled orchards（see Table 1）.
** From sprayed orchards（see Table 1）.
*** Mostly Rosaceae fruits（peach, Japanese pear, Prunus nipponica, Malus tschonoskii, Sorbus commixta）.

50,275果について、同条件下の保管調査又は肉眼調査及

び切開調査を行った。

放任園のリンゴ、ズミ、カイドウ類等の調査期間につ

いては、2回目の成虫発生時期が7月中旬～8月上旬（關

東州廰, 1938）と報告されていること、第１世代の平均

幼虫期間・前蛹期間・蛹期間がそれぞれ16.2日、2.8日及

び8.8日（瀧澤, 1936）であること等から適期を換算し、

2002年には、6月下旬～7月上旬（福島: 6月26～28日、青

森: 7月8～10日）にかけて集中的に行い、さらに、収穫

期前の10月上旬（福島: 10月7～9日、青森: 10月10～11日）

の補助的調査と併せ年2回の果実調査を行った。翌2003

年には、前年の保管調査の結果、幼虫脱出数が少なかっ

たことから時期を遅らせ、7月下旬～8月上旬（福島: 7月

31日～8月1日、青森: 8月6～8日）にかけて集中的に行い、

トラップ設置時期の6月下旬（福島: 6月19～20日、青森:

6月25～27日）及びトラップ調査終了・回収時期の9月下

旬～10月上旬（青森: 9月29日～10月2日）の調査と併せ、

年3回の果実調査を行った。また、慣行防除園由来のリ

ンゴについては、6月中旬に摘果されたリンゴ幼果、9月

の台風で落果した未成熟果及び10月下旬から11月上旬に

収穫された後、選果場において果実表面の傷害や変色等

の理由で加工向け等となった成熟果の果実調査を行った

（計３回）。
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 　: Period of attracting of  G. inopinata, and numbers in bold face are number of attracted  G. inopinata. Dates are 
　the days of picking up attracted insects.        
 　: Period of pheromone trap survey with negative results; G. inopinata not attracted.
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Table 3.  Seasonal prevalences of G. inopinata（male adult）by pheromone trap survey（2002 - 2003）.  
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Sep.14 Sep.27 Nov. 14Jun. 4

1♂ 

Sep.8 Oct. 17  Aug.29Aug.14

1♂ 4♂♂ 

* See Table 1. 
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サヒメハマキPammene nemorosa 1頭、Strophedra sp. 3頭、

ヒメハマキガ族の一種1頭及び未同定2頭であった。

（2）慣行防除園

トラップ調査（青森県の慣行防除園5地点10個及び福

島県果樹試験場内1リンゴ園1個）の結果、リンゴコシン

クイは誘引されなかった。ハマキガ科については、ナシ

ヒメシンクイ３頭が誘引されたのみであった。

2. 果実調査

結果は、Table 1及び 2のとおりである。

（1）放任園のリンゴ・野生寄主植物等

2002年から2003年の2年間の調査で、3県23地点から、

放任園のリンゴ1,246果、ズミ5,042果、カイドウ類1,917

果、その他（オオウラジロノキ、モモ、タカネザクラ、

ナナカマド等）987果の合計9,192果を採集し、保管調査

を行った。採果は、一部の虫害果を除き無作為に行った。

保管調査の結果、合計592頭のチョウ目幼虫の脱出が確

認された。このうち、2002年に青森県で採集したズミ虫

害果1果から脱出・羽化した1頭及び2003年に宮城県で採

集したカイドウ類果実から脱出・羽化した1頭の合計2頭

が、リンゴコシンクイ（雄）と同定された。果実からの

脱出虫の種名等についてはTable 2のとおりである。な

お、種の同定は幼虫又は成虫態で行った。

（2）慣行防除園のリンゴ

青森県津軽地方の慣行防除園由来のリンゴ50,275果に

ついて、保管調査あるいは毎個の肉眼調査、及びそのう

ち一部の切開調査により、リンゴコシンクイの寄生の有

無の調査を行った。6月中旬に摘果された幼果9,075果の

保管調査の結果、コウモリガの幼虫1頭が発見されたが、

シンクイムシ類は発見されなかった。また、9月の台風

で落果した未成熟果31,200果の肉眼検査及び切開調査の

結果、モモシンクイガの幼虫が1頭発見された。さらに、

10月下旬から11月上旬に収穫された後、選果場において

果実表面の傷害や変色等の理由で加工向け等となった成

熟果10,000果の肉眼調査及び切開調査の結果、シンクイ

ムシ類による虫害果2果を確認したが、幼虫は脱出済み

であった（果心部まで食入されていたことから、多くは

表皮下の浅い所で果肉を食害する（關東州廰, 1938）と

されるリンゴコシンクイではないと考えられる。）。以上

のように、合計約5万果の調査の結果、本種は発見され

なかった。

考　　　　察

リンゴコシンクイのリンゴでの被害報告は約50年間さ

れていないことから、リンゴ生産地における本種の分布

の有無や発生状況等は不明であった。しかし、今回の2

年間のトラップ調査及び果実調査により、東北地方の一

部の野生のズミMalus toringo及び植栽カイドウ類M.

prunifoliaに本種が発生していることが判明した。なお、

果実の保管調査の結果、その寄生率は約0.029%であった

ことから、発生密度は高くないと思われる。

これまで、リンゴコシンクイの性フェロモンは研究さ

れておらず不明であったが、今回、初めて単一の合成物

質であるZ8-12Ac（シス-8-ドデセニルアセテート）を主

成分とする市販のナシヒメシンクイ用性フェロモン剤を

用いたトラップ調査を行った。その結果、2002年には、

本種が当該性フェロモン剤に誘引されることが判明し

（ズミ自生地及び放任園に隣接する雑木林で7頭誘引）、

トラップ設置数を増やして調査開始時期を早めた2003年

には、47頭が誘引された（ズミ自生地、カイドウ類植栽

地及び放任園）ことから、市販のナシヒメシンクイ用性

フェロモン剤は、本種に対して有効であると考える。

リンゴコシンクイの発生消長について、2年間の調査

により、東北地方の一部においては、成虫発生の最盛期

は8月中下旬であることが確認された。このこと及び本

種の発育期間（卵: 5～6日、幼虫: 16～27日、蛹: 9～15日）

（CAB International, 2003）を考慮すると、幼虫の検出

を目的とした果実調査の適期は、8月下旬～9月中下旬に

なると考えられる。

慣行防除園におけるトラップ調査の結果、リンゴコシ

ンクイは誘引されず、また、果実調査の結果、リンゴ生

果実での本種の寄生はなかった（慣行防除園由来のリン

ゴ 50,275果及び放任園由来のリンゴ1,246果）。これらの

ことから、慣行防除園においては、本種は発生していな

いと考えられる。

したがって、今後、慣行防除園を本種の無発生生産地

として設定し、今回の調査で有効性が判明したナシヒメ

シンクイ用の性フェロモン剤を用いたトラップ調査と適

期の果実調査により、当該生産地のモニタリング、無発

生の維持及び確認が可能であると考える。

摘　　　　要

我が国においては、リンゴコシンクイGrapholi ta

inopinata（HEINRICH）（チョウ目: ハマキガ科）のリンゴ

Malus domesticaへの寄生は、1953年に福島県で最初に報

告されて以来、約50年間報告されていない。そこで、

2002年から2003年にかけ、本種の発生調査を青森、福島

及び宮城県の慣行防除リンゴ園、放任リンゴ園、本種の

野生寄主植物であるでズミMalus toringo等の自生地で実

施した。

（Z）-8-dodecenyl acetateを主成分とするナシヒメシ

ンクイGrapholita molesta用の性フェロモン剤を初めて用

いたトラップ調査の結果、２年間で合計54頭のリンゴコ

シンクイ雄成虫が誘引され、成虫発生の最盛期は８月中

下旬であることが判明した。

さらに、合計59,467果（慣行防除園由来の50,275果の

リンゴを含む）の果実調査の結果、ズミとカイドウ類か

ら脱出・羽化した２個体が本種と同定された。しかし、
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リンゴからは、本種は確認されなかった。

本調査結果から、性フェロモントラップ及び適期の果

実調査が、将来リンゴ園における本種の無発生を証明す

るためのモニタリングに使用可能であることが判明し

た。
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